
 

 

 適度な信頼関係を築き、寄

り添っていくことが大事。そ

うした関係を築くための技法

も学べ、意識化することがで

きた。 

 

 「支援する立場として正し

い方向へ進めるために伝える

情報は、相手の防衛本能を増

やしてしまう」という話は、

実際に体験したことと重なり

ました。 

相手にも改善していくうえ

で段階があるので、そのペー

スに合わせたアセスメント技

法や、かかわり方が学べまし

た。 

 

（H24 年度アンケートより） 

 

 

  大阪市社会福祉研修・情報センターからのお知らせ  運営主体：大阪市社会福祉協議会 

 

  高齢者を中心に支援している福祉援助職のための 

 

 

 

 

 

高齢者の地域生活を支援している福祉援助職にとって、高齢者が精神障がいのある人である場合や、

家族の中に精神障がいのある人がおられる場合、支援の困難性を感じることも少なくないと思われます。 

 この講座では、ストレングス視点により精神障がいのある人に対しての基本的な視点・支援方法を理

解するとともに、演習により精神障がいのある人とその家族への支援の実践的なスキルを高めることを

目指します。 
 

【受講対象】 大阪市内の高齢者を中心に支援している福祉従事者で 

全講座日程に参加できる人。 

 

【研修日程】 講義と演習を５日間開催。いずれも午前 10時～午後５時。 

9月 19日（木）、 10月 1日（火）、10月 31日（木）、  

11月 21日（木）、12月 18日（水） 

 

【会 場】 大阪市社会福祉研修・情報センター 会議室２ 

 

【研修内容】  高齢者を中心に支援している福祉援助職が、精神障がいのある

人とその家族の支援をしていくうえで必要なストレングス視

点に基づく基礎理論と技術を学び、各自の実践に基づく演習

（事例検討等）を行なうことを目的としています。 

          

【講 師】 大阪市立大学 助教 清水由香  

         ゲストティーチャー 

地域生活支援センター 相談支援専門員 

精神障がい当事者 

 

【定 員】 24人（申込多数の場合は、選考の上受講者を決定） 

 

【受 講 料】 10,000円 

 

【申込方法】 受講申込書（別紙 1）に必要事項を記入し、ＦＡＸでお申し込

みください。 

         

【申込締切】 平成 25年 7月 31日（水）必着 

 

【受講決定】 8月 20日頃に「受講決定通知書」を送付します。 

 

【申 込 先】 大阪市社会福祉研修・情報センター 企画研修担当（担当:畑野） 

〒557-0024 大阪市西成区出城２－５－２０ 

電話０６－４３９２－８２０１ FAX０６－４３９２－８２７２
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